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ナトリウム機器の解体に当たっては、機器内面に付着・残留するナトリウム（Na）を適切に把握するこ

とが重要である。特に、カバーガス領域に付着する Na とその化合物の付着挙動は、溶断工法を用いた機
器解体において Na 燃焼等の安全対策に影響するため、状態の把握が求められる。本件では、長期間使用
された大型の Na タンク内面より採取した付着物から付着量等について調査し、付着挙動と運転履歴との
関係について検討した結果を報告する。 
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1. 緒言 
大型Naタンク解体にて得られたカバーガス領域の Na付着物状況及び回収したNaサンプリングの分析

結果をもとに、Na 付着量と Na タンクにおける運転履歴との関係について検討し、機器解体を安全に実施

するための有用な知見を提案する。 
2. 解体タンクのカバーガス部付着 Na 量 

解体した大型 Na タンクは、「もんじゅ」燃料交換機フルモック

アップ試験装置（SPINTA）及び 50MW 蒸気発生器試験施設

（50SG-02）に使用された運転時間約 40,000時間、運転温度 200℃、

タンク容量 100m3 級横置き円筒型の大型 Na タンクである。タン

クカバーガス領域に付着した Na は、液滴への変化、滴の凝集と滴

下が繰り返され生成されたと思われる Na 粒状で付着しており、褐

色のプラズマ切断粉に覆われた状態であった（図 1）。Na 付着量は

サンプリングした試料から化学分析により定量化し、単位面積を

もとに Na 付着率として算出した。Na 付着率はサンプリン

グ数に応じて平均化した値である。 
 SPINTA  ：Na 付着率約 1.5×10-2g/cm2 

 50SG-02 ：Na 付着率約 1.1×10-2g/cm2 

3. 考察 
今回得られた Na 付着率は、吉田らにより推奨されてい

るカバーガス領域における 1.4×10-2g/cm2[1]と同程度の結

果となった。この付着率は、各タンクの運転時間（SPINTA：
約 46,000 時間、50SG-02：約 40,000 時間）に依存する傾向

が認められた。そこで、過去の林らの実験における低温域

（Na 温度 150℃~200℃）Na 付着速度（2.2×10-11~9.9×
10-11g/cm2/s）[2]をもとに、運転時間と Na 付着率との関係

を整理すると、林らの実験におけるばらつきの上限に近い

ことが確認された（図 2）。また、吉田らによるカバーガス

領域への Na 付着率（1.4×10-2g/cm2）は、林らの実験によ

る上限値の運転時間約 40,000 時間に相当する値であるこ

とから、Na 付着量を予測評価するためには、運転時間や Na 温度等を考慮する必要があると考える。 
4. 結論 

本件で評価した低温域（150℃～200℃）におけるカバーガス領域に付着する Na 及び Na 化合物の付着

速度は、試験装置の運転温度及び機器の構造等を考慮し、保守的に 1.0×10-10g/cm2/s を推奨する。Na 機

器の解体に当たっては、運転履歴を考慮した Na 付着量の予測評価を行い、Na 燃焼に係る安全対策及び安

全管理の信頼度を高めることが可能と考えられる。 
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図1　SPINTA解体時のNa付着状態
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図2 運転時間と単位面積当たりの予想付着量
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